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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第76期

第３四半期
連結累計期間

第77期
第３四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 19,705,479 22,264,556 26,712,948

経常利益 (千円) 335,169 952,077 559,580

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 222,559 708,125 531,207

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 227,475 1,057,781 739,358

純資産額 (千円) 12,278,253 13,545,568 12,711,914

総資産額 (千円) 23,217,270 25,345,407 23,105,016

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 9.93 31.60 23.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 52.6 53.2 54.8
 

 

回次
第76期

第３四半期
連結会計期間

第77期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.97 9.73
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続き

ましたが、米国の政策動向や北朝鮮情勢をめぐる地政学的リスクもあり、依然として先行き不透明な状況で推移い

たしました。

　このような状況下におきまして、当第３四半期連結累計期間の売上高は222億6千4百万円と前年同四半期比13.0％

増加し、営業利益につきましても7億8千3百万円と前年同四半期比73.8％増加いたしました。

　経常利益は9億5千2百万円と前年同四半期比184.1％増加し、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても7

億8百万円と前年同四半期比218.2％の増加となりました。

　セグメント別の売上高、営業利益につきましては、特殊帯鋼、普通鋼等の鋼材を販売しております商事部門は、

売上高は128億9千5百万円と前年同四半期比10.8％増加、セグメント利益（営業利益）は4億1千5百万円と前年同四

半期比9.7％減少となりました。

　焼入鋼帯、鈑金加工品を製造販売しております焼入鋼帯部門、鈑金加工品部門では、焼入鋼帯部門につきまして

は、売上高は11億9千2百万円と前年同四半期比13.0％増加、セグメント利益（営業利益）は1億9千4百万円と前年同

四半期比63.5％増加となりました。鈑金加工品部門は、売上高は54億2千1百万円と前年同四半期比10.0％増加、セ

グメント利益（営業利益）は6億9千3百万円と前年同四半期比34.1％増加となりました。

　また、海外事業につきましては、売上高は27億5千5百万円と32.5％増加、セグメント利益（営業利益）は2億6千1

百万円と前年同四半期比52.2％増加となりました。

　なお、前連結会計年度において非連結子会社であったモリテックスチール（ベトナム）会社を、重要性が増した

ため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

(2)財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は253億4千5百万円(前連結会計年度末は231億5百万円)となり、22億4千万

円の増加となりました。主な要因としては、現金及び預金が7億6千5百万円、受取手形及び売掛金が7億4千5百万

円、投資有価証券が3億5千5百万円増加したこと等によります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は117億9千9百万円(前連結会計年度末は103億9千3百万円)となり、14億6百万

円の増加となりました。主な要因としては、支払手形及び買掛金が14億9千6百万円増加したこと等によります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は135億4千5百万円(前連結会計年度末は127億1千1百万円)となり、8億3千3

百万円の増加となりました。主な要因としては、利益剰余金が4億8千4百万円、その他有価証券評価差額金が2億7千

2百万円増加したこと等によります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

 

株式会社の支配に関する基本方針

①基本方針の内容

当社は、昭和18年５月に創業以来、特殊帯鋼(みがき特殊帯鋼、熱間圧延鋼帯、ステンレス鋼帯)、普通鋼等を

主とした鋼材の販売をする商事部門と、特殊帯鋼を主原料とする焼入鋼帯(ベーナイト鋼帯を含む。)及び、鈑金

加工品(コードリール、ゼンマイを含む。)の生産をする製造部門を中心として事業展開をしております。

　現在当社は、『会社の繁栄は従業員の幸福につながり社会に貢献することにある』を経営理念とし、『持続的

に成長する会社つくり』を経営方針としております。当社は、この理念に基づき、短期的な収益の確保のみなら

ず、中長期的な視野に立って、当社の従業員、取引先の皆様、お客様その他の当社に係る利害関係者を含んだ当

社の本源的価値及び株主様共同の利益を持続的に維持・向上させていくことが必要であると考えております。

②基本方針実現のための取組み

○当社の財産の有効な活用、適切な企業グループの形成その他の基本方針の実現に資する特別な取組み

当社及び当社グループ会社は、透明で公正な企業活動による持続的に成長する会社つくりをめざして、特殊

帯鋼の専門商社及び焼入鋼帯・鈑金加工品のメーカーとして、特殊帯鋼の市場占有率の向上を図るとともに、

特殊帯鋼の特性を熟知した加工技術をもつ強みを活かした安全な製品を自動車のエンジン・ミッション、農業

機械、住環境機器などの広範な市場に安定的に提供しております。

　また、価値提案企業として、特殊帯鋼の加工性情報を活用した販売に努め、広幅焼入鋼帯のさらなる市場創

造と、自動車エンジン・ミッション分野へのアッセンブリ製品の展開、農業機械分野へのモジュール製品など

の複合製品の展開をそれぞれ推進するとともに、自社ブランド製品の開発に努めております。

　また、当社は、企業の社会的責任を果たし、株主の皆様、顧客の皆様、ユーザーの皆様、取引先の皆様、従

業員などさまざまなステークホルダーから信頼されることが、事業活動において不可欠と考えております。ま

た、コーポレート・ガバナンスの充実・強化が経営上の重要課題であると認識し、公正かつ透明性のある経営

基盤の強化を図り、的確な意思決定と迅速な業務執行を行うよう努めております。

○基本方針に照らして不適切な者によって当社が支配されることを防止するための取組み

当社は、平成29年５月26日開催の取締役会において、平成29年６月27日開催の第76期事業年度に係る定時株

主総会における株主の皆様のご承認を条件に、「当社株券等の大規模買付行為に関する対応方針(買収防衛

策)」(以下、「本プラン」といいます。)を継続することを決議し、平成29年６月27日開催の定時株主総会でご

承認をいただいております。

　本プランでは、当社の株券等を20％以上取得しようとする者(大規模買付者)が現れた場合に、大規模買付者

が本プランに定める要件(必要情報及び検討期間)を満たさない場合、また、要件を満たす場合であっても当該

大規模買付行為が、当社の企業価値及び株主様共同の利益の確保・向上に反し、対抗措置を採ることが相当と

認められる場合には、当社取締役会は、当社株主の皆様の利益を守るために、対抗措置を採ることがありま

す。

　当社が本プランに基づき発動する大規模買付行為に対する対抗措置は、新株予約権無償割当て等、会社法そ

の他の法令及び当社の定款により認められる措置といたします。

　具体的に如何なる手段を講じるかについては、独立委員会の勧告を最大限尊重して、その時点で最も適切と

当社取締役会が判断したものを選択することといたします。

　本プランの有効期間は、平成32年６月30日までに開催される第79回定時株主総会の終了の時まででありま

す。
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③具体的な取組みに対する取締役会の判断及びその理由

当社取締役会は、これらの取組みが基本方針に沿うものであり、株主様共同の利益を損なうものではなく、

会社役員の地位の維持を目的とするものでもないと考えております。

　本プランは、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、現に当社の

経営を担っている当社取締役の意見を当社株主の皆様に提供し、さらには、当社株主の皆様が代替案の提示を

受ける機会を確保することを目的としております。これにより当社株主の皆様は十分な情報のもとで、大規模

買付行為に応じるか否かについて適切な判断をすることが可能となり、そのことが当社の企業価値及び株主様

共同の利益の確保・向上に繋がるものと考えております。

　同時に本プランは、本プランの発動等に際しての社外者からなる独立委員会の設置や合理的な客観的発動要

件を設定しており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しております。

④コーポレート・ガバナンスの強化について

当社は、企業の社会的責任を果たし、株主の皆様、顧客の皆様、ユーザーの皆様、取引先の皆様、従業員など

さまざまなステークホルダーから信頼されることが、事業活動において不可欠と考えております。また、コーポ

レート・ガバナンスの充実・強化が経営上の重要課題であると認識し、公正かつ透明性のある経営基盤の強化を

図り、的確な意思決定と迅速な業務執行を行うよう努めております。

(a) コーポレート・ガバナンス体制の強化

当社は概ね１ヶ月に１～２回の常務会、経営会議において各部門の管掌役員が集まり、各部門の運営上の説

明を行い、経営上の諸問題の審議及び内容の具体化など、経営執行上の意思決定を迅速に行っております。

　当社の取締役会は現在９名で構成されております。取締役会は月１回の定例取締役会のほか、必要に応じて

機動的に臨時取締役会を開催し、経営に関する重要事項の決定や業務執行の状況を逐次監督しております。ま

た、変化の激しい経営環境に機敏に対応するために取締役の任期を１年としております。

　さらに、取締役会から独立した監査役会を設置しており、財務監査は当然のこととして、コンプライアン

ス、リスク管理、業務監査の各視点から監査を行っております。

(b) コンプライアンス体制の強化

当社は、企業倫理要綱を設けるとともに従業員からの通報、相談を受け付けるヘルプラインを設置するな

ど、経営倫理委員会が中心となってコンプライアンス、リスク管理を含む企業倫理の啓蒙とその徹底に努めて

おります。

(c) リスク管理体制の強化

当社は、リスクマネジメント委員会がリスクの評価、優先順位などを総括的に管理しており、情報管理委員

会が個人情報、企業の有する機密情報などの適正な管理体制の構築に努めております。

　財務報告に係る内部統制委員会が、内部統制の整備及び運用状況を管理し適時経営者に報告しております。

　内部監査部が、経営の合理化及び能率の増進を目的とし業務及び会計の監査を行うほか、リスク管理の視点

からも監査を行っております。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、132,203千円であります。なお、当第３四半期連結累

計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、研究開発活動については、特定のセグメントに関連付けられないため、セグメント別の記載は行っており

ません。

　

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績に著しい変動はありません。

　

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,558,063 22,558,063
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 22,558,063 22,558,063 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

― 22,558,063 ― 1,848,846 ― 1,469,608
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　152,100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,381,400
223,814 ―

単元未満株式(注)
普通株式

24,563
― ―

発行済株式総数 22,558,063 ― ―

総株主の議決権 ― 223,814 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式96株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
モリテックスチール株式会社

大阪市中央区谷町
六丁目18番31号

152,100 ― 152,100 0.67

計 ― 152,100 ― 152,100 0.67
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、協立監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,982,575 4,748,336

  受取手形及び売掛金 6,374,614 ※１  7,120,436

  電子記録債権 1,136,421 ※１  1,469,379

  商品及び製品 2,474,161 2,386,593

  仕掛品 362,024 395,121

  原材料及び貯蔵品 375,733 378,967

  その他 260,825 299,661

  貸倒引当金 △10,618 △9,444

  流動資産合計 14,955,737 16,789,052

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,779,964 1,767,355

   機械装置及び運搬具（純額） 1,899,318 1,843,783

   工具、器具及び備品（純額） 111,307 109,028

   土地 1,490,124 1,499,650

   リース資産（純額） 89,134 81,916

   建設仮勘定 93,270 160,736

   有形固定資産合計 5,463,120 5,462,470

  無形固定資産 75,730 59,916

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,826,670 2,181,728

   退職給付に係る資産 126,179 145,121

   その他 666,218 715,757

   貸倒引当金 △8,640 △8,640

   投資その他の資産合計 2,610,428 3,033,967

  固定資産合計 8,149,279 8,556,354

 資産合計 23,105,016 25,345,407
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,300,495 ※１  7,796,533

  短期借入金 956,590 751,029

  未払法人税等 87,335 122,837

  未払消費税等 28,325 51,723

  賞与引当金 233,409 117,146

  役員賞与引当金 44,000 33,000

  その他 490,797 782,276

  流動負債合計 8,140,953 9,654,545

 固定負債   

  長期借入金 788,173 498,301

  役員退職慰労引当金 418,539 452,348

  退職給付に係る負債 754,639 771,608

  その他 290,796 423,034

  固定負債合計 2,252,148 2,145,292

 負債合計 10,393,102 11,799,838

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,848,846 1,848,846

  資本剰余金 1,469,608 1,469,608

  利益剰余金 8,599,271 9,083,341

  自己株式 △40,552 △40,624

  株主資本合計 11,877,173 12,361,172

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 632,161 904,817

  為替換算調整勘定 156,024 214,543

  退職給付に係る調整累計額 △12,346 △4,714

  その他の包括利益累計額合計 775,839 1,114,645

 非支配株主持分 58,901 69,751

 純資産合計 12,711,914 13,545,568

負債純資産合計 23,105,016 25,345,407
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 19,705,479 22,264,556

売上原価 16,932,966 19,030,073

売上総利益 2,772,512 3,234,482

販売費及び一般管理費 2,321,643 2,451,091

営業利益 450,869 783,391

営業外収益   

 受取利息 3,190 1,988

 受取配当金 33,561 38,603

 為替差益 － 122,854

 その他 41,687 27,717

 営業外収益合計 78,439 191,163

営業外費用   

 支払利息 31,133 18,500

 為替差損 158,371 －

 その他 4,635 3,976

 営業外費用合計 194,139 22,476

経常利益 335,169 952,077

特別利益   

 固定資産売却益 35,662 5,784

 受取保険金 － 12,352

 特別利益合計 35,662 18,136

特別損失   

 固定資産売却損 － 2,710

 固定資産除却損 1,055 13,875

 投資有価証券評価損 97 －

 事務所移転費用 4,288 －

 特別損失合計 5,441 16,586

税金等調整前四半期純利益 365,390 953,627

法人税等 133,152 240,323

四半期純利益 232,238 713,304

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,678 5,178

親会社株主に帰属する四半期純利益 222,559 708,125
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 232,238 713,304

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 205,083 278,129

 為替換算調整勘定 △218,310 58,716

 退職給付に係る調整額 8,464 7,631

 その他の包括利益合計 △4,762 344,477

四半期包括利益 227,475 1,057,781

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 218,648 1,046,932

 非支配株主に係る四半期包括利益 8,826 10,849
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

前連結会計年度において非連結子会社であったモリテックスチール（ベトナム）会社を、重要性が増したた

め、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 
（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．税金費用の計算 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益及びこれに対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、法人税

等に含めて表示しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして

処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

受取手形 ― 204.436千円

電子記録債権 ― 11,499千円

支払手形 ― 12,832千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 456,644千円 460,707千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 224,060 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 224,059 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 

商事部門
焼入鋼帯

部門

鈑金加工品

部門
海外事業 計

売上高        
　外部顧客への売上高 11,643,162 1,055,487 4,927,550 2,079,279 19,705,479 － 19,705,479

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,421,813 281,117 253,473 39,952 1,996,357 △1,996,357 －

計 13,064,975 1,336,605 5,181,023 2,119,232 21,701,836 △1,996,357 19,705,479

セグメント利益 459,984 118,719 516,837 171,892 1,267,434 △816,564 450,869
 

(注) １．セグメント利益の調整額△816,564千円は、セグメント間取引消去31,317千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△847,881千円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 

商事部門
焼入鋼帯

部門

鈑金加工品

部門
海外事業 計

売上高        
　外部顧客への売上高 12,895,157 1,192,201 5,421,406 2,755,791 22,264,556 － 22,264,556

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,895,870 286,945 364,332 78,627 2,625,776 △2,625,776 －

計 14,791,027 1,479,146 5,785,738 2,834,419 24,890,332 △2,625,776 22,264,556

セグメント利益 415,371 194,073 693,214 261,546 1,564,206 △780,815 783,391
 

(注) １．セグメント利益の調整額△780,815千円は、セグメント間取引消去28,525千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△809,340千円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 9円93銭 31円60銭

   (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 222,559 708,125

   普通株主に帰属しない金額(千円) 　― 　―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

222,559 708,125

   普通株式の期中平均株式数(株) 22,406,047 22,405,880
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

モリテック スチール株式会社

取締役会  御中

 

協立監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   作　　花　　弘   美　 印

 

 

業務執行社員  公認会計士   公　　江　　正　　典  印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモリテック ス

チール株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月

１日から平成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、モリテック スチール株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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